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２０１９年２月４日 
 

電子カルテ委員会 
 

                委員長    井上 貴宏 

電子カルテ委員会 活動報告 

２０１８年度 業務報告会 



 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

２０１８年度活動実績 

活動実績サマリ  

患者安全ガイド専門委員会 

 患者安全ガイド（病理編） 

 患者安全ガイド（輸血編） 

 対外活動実績 

 来年度事業計画 

 

 

 

 

 

Ａｇｅｎｄａ 電子カルテ委員会 

2 



 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

日本医療情報学会・日本クリニカルパス学会合同委員会への参加 

２０１８年度活動実績 電子カルテ委員会 

患者安全ガイド（輸血編）の改版 
日本輸血・細胞治療学会 マスタ標準化作業部会への参加 

全体スケジュール 
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患者安全ガイド専門委員会 

患者安全ガイド（病理編）の作成 

電子処方箋実装ガイド策定TF第二期 
医療機関WG 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

２０１８年度活動実績 電子カルテ委員会 
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① JAHIS医療情報システムの患者安全ガイド（輸血編）Ver.2.0  
     2018年度に、JAHIS技術文書としての改版に向け、申請中。 
 

② JAHIS医療情報システムの患者安全ガイド（病理編）Ver.1.0  
     2019年度上期に、JAHIS技術文書としての策定に向け、最終レビュー中。 

 

(1) JAHIS標準類の策定 

① 医療機関WGのとりまとめを行い、電子処方箋実装ガイド（医療機関編）の改版 
  作業を実施。３部会７委員会が参加し、電子処方箋実装ガイド Ver.1.1 として、  
  2018年10月にJAHIS技術文書として制定済。 

(2) 電子処方箋実装ガイドの策定 

①日本医療情報学会、日本クリニカルパス学会による合同委員会への参加：３回 
 

②クリニカルパスの標準化に向けた工業会の取り組みについて発表。 
   第３８回医療情報学連合大会 
   第１９回日本クリニカルパス学会 
   第１９回日本医療情報学会看護学術大会 

(3) クリニカルパスの標準化に向けた検討への参加 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

• リーダー：高山和也（富士通） 
• WG開催：2018年4月18日～（10回開催） 
• 活動内容 

– 患者安全ガイド（輸血編）の改版 
– 患者安全ガイド（病理編）の作成 
– 活動方針のディスカッション 

患者安全ガイド専門委員会 電子カルテ委員会 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

• WG開催：2017年1月19日～ 
  2019年度上期に公開予定で作成中。 
• 患者安全ガイド（病理編）制定におけるポイント 

– 日本病理学会との連携 
– 部門システムも対象とする 

• 「輸血編」同様 

患者安全ガイド（病理編） 電子カルテ委員会 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 
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電子カルテ委員会 患者安全ガイド（病理編） 

目次 
 1. はじめに 

2. 概要 
3. 引用規格、引用文献 
4. 主な用語 
5. ガイドの前提 
6. 病理業務の分析 
 6.1. 病理業務の概要 
 6.2. 病理業務のワークフロー分析 
7. ガイドの詳細 
 7.1. 病理依頼・検体採取 
  7.1.1. 「病理依頼・検体採取」のポイント 
  7.1.2. 「病理依頼・検体採取」のリスク事例 
  7.1.3. 「病理依頼・検体採取」のシステム機能要件 
  7.1.4. 「病理依頼・検体採取」の運用上の留意事項 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 
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電子カルテ委員会 患者安全ガイド（病理編） 

7.2. 病理受付 
 7.2.1.  「病理受付」のポイント 
 7.2.2.  「病理受付」のリスク事例 
 7.2.3.  「病理受付」のシステム機能要件 
 7.2.4.  「病理受付」の運用上の留意事項 
7.3. 標本作製 
 7.3.1.  「標本作製」のポイント 
 7.3.2.  「標本作製」のリスク事例 
 7.3.3.  「標本作製」のシステム機能要件 
 7.3.4.  「標本作製」の運用上の留意事項 
7.4. 病理診断 
 7.4.1.  「病理診断」のポイント 
 7.4.2.  「病理診断」のリスク事例 
 7.4.3.  「病理診断」のシステム機能要件 
 7.4.4.  「病理診断」の運用上の留意事項 
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電子カルテ委員会 患者安全ガイド（病理編） 

7.5. 診断結果確認 
 7.5.1.  「診断結果確認」のポイント 
 7.5.2.  「診断結果確認」のリスク事例 
 7.5.3.  「診断結果確認」のシステム機能要件  
 7.5.4.  「診断結果確認」の運用上の留意事項 
 
付録―２．リスク分析シート 
付録－３．業務プロセスの対応表 
付録―４．作成者名簿 
 

各業務ごとにポイント、リスク事例、システム
機能要件、運用上の留意事項を記載 
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電子カルテ委員会 患者安全ガイド（病理編） 
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電子カルテ委員会 患者安全ガイド（病理編） 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 
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電子カルテ委員会 患者安全ガイド（病理編） 

【作成中文書】 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 
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電子カルテ委員会 患者安全ガイド（病理編） 

【作成中文書】 



 ⓒ JAHIS 2019 

一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

• 患者安全ガイド（輸血編）Ver.2.0 
    2018年度公開を目標に申請中。 

 

• 日本輸血・細胞治療学会 「安全委員会・病院情報シス
テムタスクフォース」 への継続参加  

 （今年度６回） 
 

• 活動内容 
日本輸血・細胞治療学会 マスタ標準化作業部会が作業中の輸血
システムのマスタの標準化において、ベンダーの立場からレビュー
を行い、意見／課題を提示し、各種標準類との整合性に関して
JAHISとして意見を申し入れ、システム実装時に有効性の高いも
のとする。 
 

• 活動成果 
– 輸血理由のマスタ標準化（作成中） 

日本輸血・細胞治療学会 
マスタ標準化作業部会 

電子カルテ委員会 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 
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電子カルテ委員会 患者安全ガイド（輸血編） 

Ver2.0の主な変更点 
 ・造血幹細胞移植 

・輸血関連情報カード      に関する記載の追加 

造血幹細胞移植とは・・・ 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 
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電子カルテ委員会 

輸血関連情報カードとは・・・ 

提供：日本輸血・細胞治療学会 マスタ標準化作業部会 

※２０１７年９月 「輸血関連情報カード」発行アプリ公開 

患者安全ガイド（輸血編） 
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電子カルテ委員会 患者安全ガイド（輸血編） 

患者安全ガイドの内容 
（造血幹細胞移植） 
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• 電子処方箋実装ガイドVer.1.1の策定に参加。 
  
• 医療機関WGの取りまとめを実施 
 （医科委員会、歯科委員会との合同WG） 

 
 

• 対応内容 
・医療機関編部分の見直し 
・CDA記述仕様と院外処方箋２次元シンボルの対応の
見直し 

電子カルテ委員会 
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電子処方箋実装ガイドVer1.1 
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• 日本輸血・細胞治療学会「安全委員会・病院情報システムタスクフォース」参加 
 

• 日本輸血・細胞治療学会「マスター標準化作業部会」参加 
 

• 日本クリニカルパス学会・日本医療情報学会「パス合同委員会」参加 
 

• ＨＬ７ＣＤＡに基づく退院時サマリー規約に関するHELICSでの審査対応 
 

• 厚労省とのディスカッションへの対応 
– 電子カルテの標準化 
– 処方箋「分割調剤の処方せん様式」「一般名処方をする際の括弧書き」 
– 医師の働き方改革に向けた電子カルテの取り組み 

 

• 第66回日本輸血・細胞治療学会総会 
– ワークショップ「院内情報システム」での講演 

 

• 第38回医療情報学連合大会 
– 共同企画８「クリニカルパスの標準データモデル構築の現状」での講演およびパネルディスカッ

ション参加 
 

• 第19回日本クリニカルパス学会学術集会 
– 特別企画「電子パス標準化の道筋 〜日本クリニカルパス学会・日本医療情報学会合同委員報

告〜 」での講演およびパネルディスカッション参加 
 

• 第19回日本医療情報学会看護学術大会 
– シンポジウム１「子クリニカルパスとデータの標準」での講演およびパネルディスカッション参加 

電子カルテ委員会 対外活動実績 
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電子カルテ委員会 クリニカルパスに関する学会報告 
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第38回医療情報学連合大会、 第19回日本医療情報学会看護学術大会 
第19回日本クリニカルパス学会学術集会 
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一般社団法人 保健医療福祉情報システム工業会 

電子カルテ委員会 来年度事業計画 
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・ JAHIS医療情報システムの患者安全ガイド（病理編）Ver.1.0  の策定 
 

・ JAHIS患者安全ガイドラインの拡充 

(1) JAHIS標準類の策定 

(2)クリニカルパスの標準化に向けた検討 

(3) 電子カルテデータ利活用に向けた検討 

・ 日本医療情報学会と日本クリニカルパス学会が立ち上げた、クリニカルパスの     
 標準化やデータ分析等を検討する合同委員会と連携し、ベンダーの立場から 
 標準化に関する意見具申を行う。 
 

・ 合同委員会よりアウトプットされる標準仕様書を元に、各ベンダの実装の参考と 
 なるようにポイントを整理した技術文書の検討。 

・ 電子カルテデータの利活用に向けて、施設を跨ったデータ利用に向けた現状の 
 まとめや課題の整理、また、電子カルテに実装すべき機能についての検討。 
 

・ AIを含む様々な臨床支援システムとの連携に対して、電子カルテに必要となる 
 機能についての検討。 



健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます 

 ⓒ JAHIS 2019 

ご清聴ありがとう
ございました 
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